
20七飯町　議会だより

令和５年第４回定例会は、１２月４日に招
集され、会期を６日までの３日間として開催
されました。一般会計及び各特別会計補正予
算、公の施設に係る指定管理者の指定等、議
案１５件、諮問１件を審議しました。

一般質問では３人の議員が質問に立ち、町
政に対する理事者の考えを質しました。
また、議員提出議案として、国、関係機関
へ要請する意見書２件を審議し、原案のとお
り可決されました。

大沼保育園・学童保育施設移転用地造成工事
（17,500千円）等の一般会計補正予算を可決

令和５年
第４回定例会

第４回定例会
議案・審議結果

審議結果 【第４回定例会】令和５年１２月４日～６日の審議結果は下記のとおりです。
◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決

定例会・臨時会出席状況一覧表 ※判定　○=出席、×=欠席、△=遅参・早退・中座、公=公務、忌=忌引
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区分 結果 番号 議　　件　　名　　等 継続審査・調査

議
　
　
　
　
　
案
　
　
　
　
　
等

条例制定 ◎ 議案第5 1号 七飯町基金条例の整備に関する条例の制定について

条例改正

付　託 議案第5 2号 財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について 総務経済常任委員会へ付託
◎ 議案第5 3号 七飯町環境保全事業推進基金条例の一部改正について
◎ 議案第5 4号 七飯町国民健康保険税条例の一部改正について
◎ 議案第5 5号 七飯町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

そ の 他
◎ 議案第5 6号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について
◎ 議案第5 7号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について
◎ 議案第5 8号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について

補正予算

◎ 議案第5 9号 令和５年度七飯町一般会計補正予算（第８号）
◎ 議案第6 0号 令和５年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
◎ 議案第6 1号 令和５年度七飯町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
◎ 議案第6 2号 令和５年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第２号）
◎ 議案第6 3号 令和５年度七飯町水道事業会計補正予算（第２号）
◎ 議案第6 4号 令和５年度七飯町下水道事業会計補正予算（第３号）
◎ 議案第6 5号 令和５年度七飯町一般会計補正予算（第９号）

諮　　問 可 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について（清野雅之氏）

意 見 書
◎ 発議案第17号 食品ロス削減への国民運動のさらなる推進を求める意見書
◎ 発議案第18号 食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書

そ　の　他

報告済 常任委員会報告（総務経済常任委員会、民生文教常任委員会）
報告済 出納検査報告
許　可 発言取消の申出の件
承　認 閉会中の委員会活動の承認について

議員名

開会日

澤　

出　

明　

宏

神　

﨑　

和　

枝

平　

松　

俊　

一

江　

口　

勝　

幸

青　

山　

金　

助

川　

上　

弘　

一

佐
々
木　

陵　

二

田　

村　

敏　

郎

稲　

垣　

明　

美

中　

川　

友　

規

平　

松　

俊　

一

上　

野　

武　

彦

池　

田　

誠　

悦

川　

村　

主　

税

木　

下　
　
　

敏
第４回臨時会 １１月２４日 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４回定例会
１２月　４日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１２月　５日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
１２月　６日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
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飯
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金
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定

各
基
金
条
例
の
文
言
を
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理
・
統
一
す
る

た
め
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︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺

条
例
改
正
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財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

慎
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期
す
た
め
、
総
務
経
済
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任
委
員
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へ
付
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会
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査
と
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。
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飯
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全
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進
基
金
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一
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基
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当
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と
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︹
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︺
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正国
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を
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税
法
施
行
令
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一
部
改
正
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れ
た
た
め
、
七

飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
。

︹
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和
６
年
１
月
１
日
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行
︺
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七
飯
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
対

象
と
な
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
内

容
を
定
め
る
通
知
の
改
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に
よ
り
、
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援
員

に
つ
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、
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後
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援
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定
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修
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者
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２
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託
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健
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３
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千
９
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千
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齢
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医
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補
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補
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事
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会
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補
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円
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計
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千
円
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付
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更
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協
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締
結
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総
務
省
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推
進
す
る
定
住
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想
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づ
き
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で
あ
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函
館
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と
道
南
17

市
町
が
連
携
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協
力
す
る
こ
と
を
目
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と
し

て
、
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成
26
年
３
月
に
定
住
自
立
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成
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定
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締
結
し
た
。
令
和
５
年
度
で
計
画
期
間

が
満
了
と
な
る
こ
と
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ら
、
新
た
に
第
３
次

南
北
海
道
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
す
る
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結
す
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。
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飯
町
公
の
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設
に
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指
定
管
理
者
の

指
定
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つ
い
て
は
、
下
表
参
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◆
発
言
取
消
の
申
出
の
件

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承
認
に
つ
い
て

諮

問

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

清
野
雅
之
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
。

発
議
案（
意
見
書
）

◆
次
の
２
件
の
意
見
書
に
つ
い
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可
決
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食
品
ロ
ス
削
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の
国
民
運
動
の
さ
ら
な

る
推
進
を
求
め
る
意
見
書
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食
料
自
給
率
向
上
を
政
府
の
法
的
義
務
と

す
る
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と
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求
め
る
意
見
書（

11
月
24
日
） 

臨
時
会
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５
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飯
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般
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計
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第
７
号
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補
正
額
:
５
千
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円

 

小
学
校
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に
お
け
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空
調
設
備

設
置
工
事
実
施
設
計
委
託
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に
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正
。
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飯
町
下
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道
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業
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計
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予
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︵
第

２
号
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入
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総
額
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更
な
し

◆
職
員
の
給
与
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す
る
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例
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一
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人
事
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勧
告
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改
正

 

︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺
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七
飯
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当
支

給
月
数
を
一
般
職
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手

当
の
総
支
給
月
数
と
同
様
の
支
給
月
数
と
す

る
た
め
。 

︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会

七飯町議会のYouTubeチャンネル
では、各定例会・臨時会・予算審査及
び決算審査特別委員会の録画中継を配
信しております。YouTubeで七飯町
議会と検索していただくか、町公式ホ
ームページの七飯町議会のページから
もご覧いただけます。
また、町公式ホームページでは議案

等もご覧いただけるようになっており
ますので、併せてご覧ください。

七飯町議会
YouTube
チャンネル

七飯町議会
ホームページ

公 の 施 設
の 名 称

七飯町大沼国際
セミナーハウス

七飯町
大沼森林公園

七飯町精神障害者
通所授産施設（ぽぽろ館）

公 の 施 設
の 位 置 七飯町字大沼町127番地１ 七飯町鳴川５丁目348番地３

指定管理者
となるべき
団 体 の 住
所、名称及
び 代 表 者

亀田郡七飯町字大沼町127番地１
一般財団法人北海道大沼国際交
流協会
理事長　杉　原　　　太

亀田郡七飯町字中野210番地２
社会福祉法人ななえ福祉会
理事長　馬　場　修　一

指 定 管 理
期 間 令和６年４月１日から令和９年３月31日まで

公の施設に係る指定管理者の指定について、次のとおり可決しました。
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村　

主　

税

木　

下　
　
　

敏
第４回臨時会 １１月２４日 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４回定例会
１２月　４日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１２月　５日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
１２月　６日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
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条
例
制
定

◆ 

七
飯
町
基
金
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定

各
基
金
条
例
の
文
言
を
整
理
・
統
一
す
る

た
め
。 

︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺

条
例
改
正

◆ 

財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

慎
重
を
期
す
た
め
、
総
務
経
済
常
任
委
員

会
へ
付
託
し
、閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆ 

七
飯
町
環
境
保
全
事
業
推
進
基
金
条
例
の

一
部
改
正

基
金
の
充
当
事
業
と
し
て
、
従
前
の
大
沼

の
環
境
保
全
事
業
に
加
え
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
要
す
る
事
業
を
加
え
る
た
め
。

︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正国
が
少
子
化
対
策
と
し
て
、
出
産
前
後
の

保
険
税
の
減
額
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
地
方

税
法
施
行
令
が
一
部
改
正
さ
れ
た
た
め
、
七

飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
。

︹
令
和
６
年
１
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
の
対

象
と
な
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
内

容
を
定
め
る
通
知
の
改
正
に
よ
り
、
支
援
員

に
つ
い
て
、
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

研
修
を
終
了
し
た
者
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た

が
、
２
年
以
内
に
研
修
を
終
了
す
る
予
定
の

者
に
つ
い
て
も
支
援
員
と
み
な
す
こ
と
と
し

た
た
め
。 

︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺

補
正
予
算

◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
８
号
︶

補
正
額
:
２
億
１
千
２
百
638
千
円

大
沼
保
育
園
・
学
童
保
育
施
設
移
転
用
地

造
成
工
事
、
大
沼
地
区
移
動
支
援
実
証
実
験

運
行
委
託
料
等
に
伴
う
補
正
。

◆ 

七
飯
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
３
号
︶

 

補
正
額
:
５
千
９
百
615
千
円

◆ 

七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
︵
第
２
号
︶

 

補
正
額
:
▲
２
百
890
千
円

◆ 

七
飯
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
号
︶ 

補
正
額
:
３
百
192
千
円

◆ 

七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第
２

号
︶ 

支
出
補
正
額
:
１
千
５
百
580
千
円

◆ 

七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第

３
号
︶ 

支
出
補
正
額
:
504
千
円

◆ 

七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
９
号
︶

 

補
正
額
:
４
億
３
千
７
百
886
千
円

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
交
付
金
に
伴
う

補
正
。そ

の

他

◆ 

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
一
部
を
変
更
す

る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

総
務
省
が
推
進
す
る
定
住
自
立
圏
構
想
に

基
づ
き
、
中
心
市
で
あ
る
函
館
市
と
道
南
17

市
町
が
連
携
、
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
26
年
３
月
に
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
を
締
結
し
た
。
令
和
５
年
度
で
計
画
期
間

が
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
第
３
次

南
北
海
道
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
す
る
た
め
、
協
定
を
締
結
す
る
。

◆ 

七
飯
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
表
参
照

◆
発
言
取
消
の
申
出
の
件

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承
認
に
つ
い
て

諮

問

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

清
野
雅
之
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
。

発
議
案（
意
見
書
）

◆
次
の
２
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
可
決

◎ 

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
国
民
運
動
の
さ
ら
な

る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

◎ 

食
料
自
給
率
向
上
を
政
府
の
法
的
義
務
と

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書（

11
月
24
日
） 

臨
時
会

令
和
５
年 

第
４
回

◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
７
号
︶

補
正
額
:
５
千
３
百
636
千
円

 

小
学
校
・
中
学
校
等
に
お
け
る
空
調
設
備

設
置
工
事
実
施
設
計
委
託
料
等
に
つ
い
て
補
正
。

◆ 

七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
︵
第

２
号
︶ 

歳
入
歳
出
総
額
変
更
な
し

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正

 

︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当
支

給
月
数
を
一
般
職
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手

当
の
総
支
給
月
数
と
同
様
の
支
給
月
数
と
す

る
た
め
。 

︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会

七飯町議会のYouTubeチャンネル
では、各定例会・臨時会・予算審査及
び決算審査特別委員会の録画中継を配
信しております。YouTubeで七飯町
議会と検索していただくか、町公式ホ
ームページの七飯町議会のページから
もご覧いただけます。
また、町公式ホームページでは議案

等もご覧いただけるようになっており
ますので、併せてご覧ください。

七飯町議会
YouTube
チャンネル

七飯町議会
ホームページ

公 の 施 設
の 名 称

七飯町大沼国際
セミナーハウス

七飯町
大沼森林公園

七飯町精神障害者
通所授産施設（ぽぽろ館）

公 の 施 設
の 位 置 七飯町字大沼町127番地１ 七飯町鳴川５丁目348番地３

指定管理者
となるべき
団 体 の 住
所、名称及
び 代 表 者

亀田郡七飯町字大沼町127番地１
一般財団法人北海道大沼国際交
流協会
理事長　杉　原　　　太

亀田郡七飯町字中野210番地２
社会福祉法人ななえ福祉会
理事長　馬　場　修　一

指 定 管 理
期 間 令和６年４月１日から令和９年３月31日まで

公の施設に係る指定管理者の指定について、次のとおり可決しました。
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各委員会の活動報告（行政視察含む）
��所管事務調査：総務経済常任委員会
·役場本庁舎施設の状況について
·課税保留取扱について
◆行政視察
　１０月１０日から１３日までの４日間、兵庫県上郡町、同県太子町、滋賀県高島市において行政視察を行った。
 【役場本庁舎施設の状況について】
◯調査の目的

役場本庁舎施設の状況について、庁舎のこれまでの修繕状況や、今後必要とされている修繕箇所の状況、修繕
の事業計画等を把握するため調査を行った。
◯調査のまとめ

庁舎は完成から少なくとも７０年使用することを目指しており、既にそのうち３８年が経過しているが、これ
までの修繕において、直近１０年間では多額の費用がかかっており、また、庁舎の躯体や外壁等における大規模
な修繕は未実施のうえ、老朽化に伴う修繕箇所の増加や、高圧受電設備における早期更新の指摘を受けている状
況等から、今後ますます修繕費用が高額となっていくことが予想される。現在国において、庁舎改修に関する補
助制度はあるが、制度の継続については不透明な状況であることから、ZEB（ゼブ）の取り組みを支援する補助
事業や、防災減災等の各種補助事業等、有利な財源の活用においては、道内だけでなく全国における実績や経験
のあるコンサルタント業者等から情報収集を行い、早急に補助金等の財源を活用した整備や方法を模索すること
を望む。
【課税保留取扱について】
◯調査の目的

課税保留取扱について、相続人不明者の町税等滞納状況や、固定資産税の課税保留処分取扱要綱等の設置状況、
課税保留処分に代わる事務取扱について把握するため調査を行った。
◯調査のまとめ

課税保留は地方税法において明示し法制化されていない理由から、当町では固定資産税に関する課税保留の規
定の設置には至っていないものの、一方で軽自動車税に関しては多くの他市町村と同様に要綱を策定し事務処理
を行っている。また、行政視察先の兵庫県太子町では、地方税法第５条第２項中のただし書きに相当し、費用対
効果のないものについては課税しないという解釈に基づき実施していることから、今後は固定資産税における課
税保留の事務運用について早急に検討し、適正かつ公平で、より効率的な課税及び徴税業務の推進のために早急
な規定整備を望む。

所管事務調査：民生文教常任委員会
·社会教育施設（体育館、図書館）整備基本構想・基本計画の策定について
·町内の学童保育クラブの現状について
·町内の保育所、認定こども園の現状について
◆行政視察

８月３日には北海道伊達市、室蘭市及び恵庭市へ七飯町社会教育施設（体育館・図書館）整備検討委員会の視
察に同行し、１０月１７日から２０日までの４日間においては、和歌山県紀の川市、京都府京都市及び滋賀県守
山市にて行政視察を行った。
【社会教育施設（体育館、図書館）整備基本構想・基本計画の策定について】
◯調査の目的

今後建設が検討されている、社会教育施設（体育館、図書館）について、整備基本構想・基本計画の策定状況
及び現在の七飯町スポーツセンター、図書室の現状について調査を行った。
◯調査のまとめ

社会教育施設（体育館、図書館）の整備に関し、必要な事項を調査検討するため、町や関係団体、体育館、図
書館関係者、学識経験者及び公募委員からなる「七飯町社会教育施設（体育館・図書館）整備検討委員会」を令
和５年６月に発足し、基本方針や理念、機能、規模、建設候補地等の検討が行われている。

委員からは、検討委員会の今後のスケジュールについて質疑があり、それに対し、１２月頃に素案をまとめ、
パブリックコメントを実施したうえで、基本構想等をまとめていきたいと答弁があった。

本件については、今後も調査を継続する必要があることから、所管事務調査を継続することとする。
【町内の学童保育クラブの現状について】
【町内の保育所、認定こども園の現状について】
◯調査の目的

町内の学童保育クラブ、保育所及び認定こども園について、施設への入所状況や利用施設の現状について調査
を行った。

報告書全文は
町ＨＰへ

報告書全文は
町ＨＰへ
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◯調査のまとめ
当町の学童保育クラブでは、放課後から自宅へ戻るまでの時間を安全・安心に過ごしてもらう事を重要視し、

家庭的雰囲気を柱とした保育で、特段の先進的な取組は行っていないのが現状であったが、今回視察した学童ク
ラブでは、保護者が描く子どもの将来像にまで視点を広げて様々な事業を行っており、保護者が求めるサービス
を追求していることが感じられた。町営と民間の違い、自治体の規模の違いはあるが、大いに参考にすべきであ
り、検討の価値がある運営内容であった。

また、町内の各施設について、保育所及び認定こども園については、ほとんどの施設が耐用年数を超えておら
ず、また、建て替えの計画も進められていることもあり、子ども達が安心して通える状態にあった。

しかしながら、学童保育クラブは老朽化した施設が多く、子ども達が安心して下校後の時間を過ごせるよう努
めることは、町として当然の責務であると考えることから、申し入れを行ったとおり、本町地区の学童保育クラ
ブについて建て替え等の早急な対応を改めて望み、委員会報告とする。

問

質 般

一
　

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者
本
人
が
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
質
疑
や
答
弁
に
つ
い
て
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
に
疑

問
点
を
質
し
、所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
個
人
ご
と
の

質
問
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質問項目は
こちら

質
問
議
員
３
人
　
質
問
項
目
９
問

既
設
公
共
施
設
建
設
工
事
等
で
発
生
し
た
問

題
解
決
に
つ
い
て

平
松
　
俊
一
　
議
員

Q
道
の
駅
や
大
中
山
小
学
校
で
見
つ
か
っ

た
、
地
下
水
処
理
の
問
題
や
合
併
処
理
浄
化

槽
の
排
水
基
準
を
開
業
当
初
よ
り
守
れ
て
い

な
い
事
等
を
解
決
す
る
為
に
、
設
計
や
施
工

の
責
任
を
調
査
せ
ず
、
い
ず
れ
の
施
設
も
開

設
・
開
業
時
か
ら
町
予
算
で
対
応
し
続
け
て

い
る
事
は
町
民
へ
の
背
信
行
為
で
あ
り
、
道

の
駅
の
借
地
費
用
を
含
め
て
、
前
町
長
へ
請

求
す
る
考
え
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
現
場
を
確
認
し
、
業
者
と
も
話
し
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
っ
て
対
処
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
「
大
中
山
小
校
舎
と
周
辺
の

交
通
規
制
」「
町
立
学
校
や
公

共
施
設
の
冷
暖
房
」
に
つ
い
て

質
問
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て
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る
。

動画で確認
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の
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の
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彦
　
議
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Q
町
内
で
診
療
を
止
め
た
耳
鼻
咽
喉
科
や
皮

膚
科
な
ど
の
診
療
の
維
持
が
出
来
な
い
か

A
診
療
を
止
め
た
病
院
の
利
活
用
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、
な
な

え
新
病
院
で
の
診
療
な
ど
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。
医
師
も
地
方
か
ら
都
会
へ

シ
フ
ト
し
て
い
く
現
状
で
は
難
し
い
と
の
声

も
あ
る
が
、
診
療
を
止
め
た
病
院
を
そ
の
ま

ま
空
き
家
に
す
る
の
で
は
な
く
再
利
用
の
方

向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
な
な
え

新
病
院
で
週
一
回
程
度
非
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勤
で
の
診
療
の

実
施
が
出
来
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す
る
こ
と
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て
い
る
。

そ
の
他
の
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「
自
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人
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提

供
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題
に
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て
」「
福
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灯
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助
成
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て
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る
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備
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中
川
　
友
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員

Q
何
十
億
円
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け
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て
る
な
ら
、
町
民

の
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康
促
進
や
全
国
大
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が
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で
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る
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ど
、
町
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体
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、
地
域

の
活
性
化
や
経
済
効
果
も
考
え
て
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
町
長
の
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？
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飯
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、
必
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な
機
能
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よ
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討
委
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会
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伝
え

て
い
る
。
で
き
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ば
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合
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で
き
る

よ
う
に
進
め
た
い
。
優
先
順
位
は
体
育
館
、
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優
先
し
、
町
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ル
は
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に
す
る
。

そ
の
他
の
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問
「
独
居
高
齢
者
の
熱
中
症
対

策
に
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」「
将
来
的
な
融

雪
槽
設
置
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排
雪
対
策
に
つ
い

て
」
ほ
か

動画で確認

令和６年定例会の開催予定

※ 上記の日程は変更になる場合もありますので、お手数ですが、
ホームページ又は議会事務局へご確認ください
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予算を
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審議

議会だより
へのご意見

　「議会だより」へのご意見、ご要望のある
方は、下記までご意見をお寄せください。
◆送付先
　七飯町本町6丁目1­1　七飯町議会あて
◆ＦＡＸ 0138­65­2610　
◆メール
　gikai＠town.nanae.hokkaido.jp

次回定例会の開会日

令和６年３月４日（月）　午前10時から
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各委員会の活動報告（行政視察含む）
��所管事務調査：総務経済常任委員会
·役場本庁舎施設の状況について
·課税保留取扱について
◆行政視察
　１０月１０日から１３日までの４日間、兵庫県上郡町、同県太子町、滋賀県高島市において行政視察を行った。
 【役場本庁舎施設の状況について】
◯調査の目的

役場本庁舎施設の状況について、庁舎のこれまでの修繕状況や、今後必要とされている修繕箇所の状況、修繕
の事業計画等を把握するため調査を行った。
◯調査のまとめ

庁舎は完成から少なくとも７０年使用することを目指しており、既にそのうち３８年が経過しているが、これ
までの修繕において、直近１０年間では多額の費用がかかっており、また、庁舎の躯体や外壁等における大規模
な修繕は未実施のうえ、老朽化に伴う修繕箇所の増加や、高圧受電設備における早期更新の指摘を受けている状
況等から、今後ますます修繕費用が高額となっていくことが予想される。現在国において、庁舎改修に関する補
助制度はあるが、制度の継続については不透明な状況であることから、ZEB（ゼブ）の取り組みを支援する補助
事業や、防災減災等の各種補助事業等、有利な財源の活用においては、道内だけでなく全国における実績や経験
のあるコンサルタント業者等から情報収集を行い、早急に補助金等の財源を活用した整備や方法を模索すること
を望む。
【課税保留取扱について】
◯調査の目的

課税保留取扱について、相続人不明者の町税等滞納状況や、固定資産税の課税保留処分取扱要綱等の設置状況、
課税保留処分に代わる事務取扱について把握するため調査を行った。
◯調査のまとめ

課税保留は地方税法において明示し法制化されていない理由から、当町では固定資産税に関する課税保留の規
定の設置には至っていないものの、一方で軽自動車税に関しては多くの他市町村と同様に要綱を策定し事務処理
を行っている。また、行政視察先の兵庫県太子町では、地方税法第５条第２項中のただし書きに相当し、費用対
効果のないものについては課税しないという解釈に基づき実施していることから、今後は固定資産税における課
税保留の事務運用について早急に検討し、適正かつ公平で、より効率的な課税及び徴税業務の推進のために早急
な規定整備を望む。

所管事務調査：民生文教常任委員会
·社会教育施設（体育館、図書館）整備基本構想・基本計画の策定について
·町内の学童保育クラブの現状について
·町内の保育所、認定こども園の現状について
◆行政視察

８月３日には北海道伊達市、室蘭市及び恵庭市へ七飯町社会教育施設（体育館・図書館）整備検討委員会の視
察に同行し、１０月１７日から２０日までの４日間においては、和歌山県紀の川市、京都府京都市及び滋賀県守
山市にて行政視察を行った。
【社会教育施設（体育館、図書館）整備基本構想・基本計画の策定について】
◯調査の目的

今後建設が検討されている、社会教育施設（体育館、図書館）について、整備基本構想・基本計画の策定状況
及び現在の七飯町スポーツセンター、図書室の現状について調査を行った。
◯調査のまとめ

社会教育施設（体育館、図書館）の整備に関し、必要な事項を調査検討するため、町や関係団体、体育館、図
書館関係者、学識経験者及び公募委員からなる「七飯町社会教育施設（体育館・図書館）整備検討委員会」を令
和５年６月に発足し、基本方針や理念、機能、規模、建設候補地等の検討が行われている。

委員からは、検討委員会の今後のスケジュールについて質疑があり、それに対し、１２月頃に素案をまとめ、
パブリックコメントを実施したうえで、基本構想等をまとめていきたいと答弁があった。

本件については、今後も調査を継続する必要があることから、所管事務調査を継続することとする。
【町内の学童保育クラブの現状について】
【町内の保育所、認定こども園の現状について】
◯調査の目的

町内の学童保育クラブ、保育所及び認定こども園について、施設への入所状況や利用施設の現状について調査
を行った。

報告書全文は
町ＨＰへ

報告書全文は
町ＨＰへ
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◯調査のまとめ
当町の学童保育クラブでは、放課後から自宅へ戻るまでの時間を安全・安心に過ごしてもらう事を重要視し、

家庭的雰囲気を柱とした保育で、特段の先進的な取組は行っていないのが現状であったが、今回視察した学童ク
ラブでは、保護者が描く子どもの将来像にまで視点を広げて様々な事業を行っており、保護者が求めるサービス
を追求していることが感じられた。町営と民間の違い、自治体の規模の違いはあるが、大いに参考にすべきであ
り、検討の価値がある運営内容であった。

また、町内の各施設について、保育所及び認定こども園については、ほとんどの施設が耐用年数を超えておら
ず、また、建て替えの計画も進められていることもあり、子ども達が安心して通える状態にあった。

しかしながら、学童保育クラブは老朽化した施設が多く、子ども達が安心して下校後の時間を過ごせるよう努
めることは、町として当然の責務であると考えることから、申し入れを行ったとおり、本町地区の学童保育クラ
ブについて建て替え等の早急な対応を改めて望み、委員会報告とする。
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。
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